
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
皆
さ
ま
へ
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

※画像はイメージです

市役所からのお知らせ

「
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
送
付
用
封
筒
」に

広
告
を
掲
載
す
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
令
和
９
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

お
よ
び
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
送
付
す

る
封
筒
の
裏
面
に
、
広
告
を
掲
載
す
る
事
業

者（
広
告
代
理
店
の
応
募
も
可
能
で
す
）を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●�

申
込
期
間
／
10
月
13
日
㈫
～
11
月
９
日
㈪

●�

受
付
時
間
／
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
９
時
～
17
時
ま
で

●�

申
込
方
法
／
税
務
課
へ
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送（
期
間
最
終
日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
の
提
出

は
不
可
と
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
税
務
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

　
市
有
財
産（
旧
中
町
庁
舎
跡
地
な
ど
）に
つ

い
て
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
角
館
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
ま
た
は
活
性
化
へ
寄

与
し
、
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
提
案
を
民
間

業
者
な
ど
か
ら
募
集
し
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

●
土
地
／

▼��

角
館
町
中
町
36
番
地（
旧
角
館
中
町
庁
舎
跡
地)

  

登
記
面
積 

６
９
１・９
０
㎡　

▼�

角
館
町
七
日
町
４
番
地（
駐
車
場
）

  

登
記
面
積 

２
２
３・９
９
㎡

▼�

角
館
町
七
日
町
５
番
地
１（
駐
車
場
）

  

登
記
面
積 

１
４
９・８
８
㎡

●�

最
低
入
札
価
格
／
３
８
３
０
万
円（
非
課

税
）

●
応
募
申
込
み
の
提
出
期
間
お
よ
び
提
出
先
／

▼
11
月
２
日
㈪
～
11
月
16
日
㈪

▼�

８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

▼�

仙
北
市
役
所
管
財
課
管
財
係（
角
館
上
野
庁

舎
２
階
）

●
問
合
せ
／
管
財
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す

　
完
全
予
約
制
に
よ
る
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す
。

　
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
、
お
手
元
に
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
が

届
い
て
い
る
方
を
対
象
に
、
時
間
外
で
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を
行
い
ま
す
。

※�

交
付
は
予
約
し
た
方
の
み
に
限
り
ま
す
。
ま
た
時

間
外
の
交
付
窓
口
は
角
館
庁
舎
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
各

交
付
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
に
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
場
所
が
田

沢
湖
庁
舎
、
西
木
庁
舎
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
、
２
日
前
ま
で
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
角
館
庁
舎
に
て
受
け
取
り
が
可
能
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ

い
て
は
原
則
本
人
が
来
庁
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

時
間
外
交
付
日
時
／
11
月
11
日
、
11
月
25

日
、
12
月
９
日
、
12
月
23
日

※
17
時
15
分
～
19
時
ま
で

●�

持
参
す
る
物
／
詳
細
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の
ハ

ガ
キ

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

※�

紛
失
し
て
い
る
場
合
に
は
、
紛
失
届
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼�

本
人
確
認
書
類

※�

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
う

ち
１
点
。
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健

康
保
険
の
資
格
確
認
書
ま
た
は
年
金
手
帳（
年

金
証
書
で
も
可
）お
よ
び「
氏
名
・
生
年
月
日
」

ま
た
は「
氏
名
・
住
所
」が
記
載
さ
れ
た
書
類（
社

員
証
、
学
生
証
、
医
療
受
給
者
証
な
ど
）。

▼�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の

み
）

●�

予
約
連
絡
先
／
国
保
市
民
課 

市
民
係

　
☎
43ｰ

３
３
０
７

（
各
交
付
日
の
２
日
前
ま
で
）

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ

で
の
証
明
書
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
料
金
は

窓
口
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
国
保
市
民
課

　
☎
43ｰ

３
３
０
７

「
安
全（
防
災
）・
安
心（
防
犯
）・
快
適（
エ
コ
）で

住
み
や
す
い
街
づ
く
り
・
家
づ
く
り
の
集
い
」に
つ
い
て

　
近
年
、
住
宅
へ
の
侵
入
盗
難
や
自
然
災
害

に
よ
る
住
宅
被
害
が
増
加
し
て
お
り
、
安
全

な
住
環
境
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
催
事
は
、
防
犯
・
防
災
性
能
を
備
え

た
ガ
ラ
ス
を
通
じ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全

意
識
を
高
め
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
住
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
一
般
社
団
法
人
板
硝
子
協
会

と
全
国
複
層
硝
子
工
業
会
の
協
力
に
よ
り
、

防
犯
・
防
災
ガ
ラ
ス
と
省
エ
ネ
複
層
ガ
ラ
ス

の
活
用
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
に
広
く
紹
介
す

る
催
事
を
開
催
し
ま
す
。
防
犯
・
防
災
に
関

心
の
あ
る
方
、
建
築
関
係
の
事
業
者
の
皆
さ

ま
、
省
エ
ネ
対
策
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
20
日
㈮

　
開
演 

13
時
30
分
～
15
時(

開
場
13
時)

●�

会
場
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー（
仙
北
市
角
館

町
中
菅
沢
）

●
内
容
／

▼�

実
物
大
の
窓
に
よ
る
ガ
ラ
ス
破
壊
実
演

▼�

ガ
ラ
ス
体
感
機
に
触
れ
る
こ
と
で
分
か
る

省
エ
ネ
ガ
ラ
ス
の
凄
さ

▼�

先
進
的
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
お
け
る

補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て

※�

戸
建
住
宅
の
場
合
、
窓
交
換
や
内
窓
設
置
な
ど

の
高
断
熱
化
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
、
国
の
補
助

金
最
大
1
０
０
万
円

●�

申
込
／
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
し
込
み
、
ま
た
は
電
話
で
の
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。

●
入
場
料
／
無
料

●
問
合
せ
／
商
工
課

　
☎
43ｰ

３
３
５
１

国
道
３
４
１
号
の
事
前
伐
採
に
つ
い
て

　
仙
北
市
と
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
大

曲
電
力
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
５
年
度
に
自
然

災
害
時
に
多
発
す
る
倒
木
に
よ
る
停
電
や
道

路
閉
塞
な
ど
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

支
障
と
な
る
樹
木
の
事
前
伐
採
に
つ
い
て
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
国
道
３
４
１
号
に

お
い
て
伐
採
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
次
の
期
間
で
一
部
片
側
交
互

通
行
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

実
施
箇
所
／
国
道
３
４
１
号（
田
沢
湖
田

沢
字
先
達
地
内
）

●
実
施
期
間
／ 

11
月
9
日
㈪
～
11
月
27
日
㈮

●
問
合
せ
／

▼�

作
業
に
関
す
る
こ
と
／
東
北
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
㈱

  

☎
０
１
２
０ｰ

１
７
５ｰ

３
６
６

▼�

道
路
に
関
す
る
こ
と
／
秋
田
県
仙
北
地
域

振
興
局
建
設
部

  

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

８
１
４
１

伐採区間

申
込
フ
ォ
ー
ム
→
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市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ

「
税
に
関
す
る
習
字
」、「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
に
関
す
る
習
字
」と「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」の
作
品
展
示

　
子
ど
も
た
ち
の「
税
」に
対
す
る
意
識
の
浸

透
を
目
的
と
し
て
、
例
年
実
施
し
て
い
る「
税

に
関
す
る
習
字
」と「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

に
つ
い
て
、
今
年
も
市
内
小
・
中
学
生
を
対

象
に
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
を
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ま
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
納
税

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
展
示
し
ま
す
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ
と
も
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

●�

場
所
／
㈱
タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
店

●
期
間
／
11
月
9
日
㈪
～
11
月
16
日
㈪

※�

受
賞
作
品
の
紹
介
は
次
号
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
収
納
推
進
課

　
☎
43ｰ

１
１
２
３

過去の掲示の様子

　
市
で
は
、
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
に
仙

北
市
で
の
暮
ら
し
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

う「
移
住
体
験
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
移
住
体
験
事
業
の
周
知
を
か
ね

て「
冬
の
雪
国
暮
ら
し
」を
テ
ー
マ
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
雪
か
き

や
冬
の
生
活
対
策
、
光
熱
費
、
雪
道
の
運
転

な
ど
、雪
国
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、

先
輩
移
住
者
が
リ
ア
ル
な
体
験
を
お
話
し
し

ま
す
。
市
外
・
県
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族

や
ご
友
人
な
ど
、
仙
北
市
へ
の
移
住
を
考
え

て
い
る
方
に
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
24
日
㈫ 

12
時
～
13
時

●�

会
場
／
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
）

●
参
加
費
／
無
料

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
移
住
体
験
サ
ポ
ー
ト
業

務
受
託
事
業
者 

㈱
リ
ベ
ン
リ
秋
田

　
☎
０
５
０ｰ

３
１
５
４ｰ

１
１
０
５

冬
の
暮
ら
し
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ど
う
？ 

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会

参
加
は
こ
ち
ら
→

　
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｗ
ａ
ｇ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ａ 

Ａ
ｗ

ａ
ｒ
ｄ
ｓ 
２
０
２
７
」は
、身
近
な
人
の「
困

り
ご
と
」や「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
の
に
」と

い
う「
ま
だ
声
に
な
っ
て
い
な
い
願
い
」を
出

発
点
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
解
決

策
を
形
に
す
る
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ア
プ
リ
開
発
の
経
験

が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方

や
大
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
自
宅
か

ら
参
加
で
き
る
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
会

で
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
楽
し
さ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
会
へ
の
参
加
ま
た
は
大
会

へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
選
択
で
き
ま
す
。

●
開
催
形
式
／
オ
ン
ラ
イ
ン

●�

対
象
／
2
０
２
７
年
3
月
時
点
で
12
歳
か

ら
19
歳
ま
で
の
日
本
在
住
者

●�

参
加
形
態
／
個
人
ま
た
は
4
人
ま
で
の

チ
ー
ム

●�

経
験
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ア
プ
リ
開
発

経
験
不
問

●
体
験
会
参
加
費
／
無
料

●�

エ
ン
ト
リ
ー
締
切
／
12
月
6
日
㈰

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
２

10
代
の
挑
戦
を
応
援
！

「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｗ
ａ
ｇ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ａ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ 

２
０
２
７
」

サ
イ
ト
→

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
障
が
い
者
施
策
の
推

進
に
向
け
た
検
討
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

在
宅
の
障
が
い
児
・
者
な
ど（
難
病
等
患
者
や

こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は
支
援
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
を
含
む
）の
生
活
実
態
と
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
調
査
を
行
い

ま
す
。

●�

調
査
対
象
地
区
／
国
勢
調
査
の
調
査
区
か

ら
厚
生
労
働
省
が
無
作
為
に
選
定
し
、
仙

北
市
で
は
生
保
内
字
街
道
ノ
上
、
宮
ノ
後

の
一
部
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

●
調
査
対
象
者
／

▼�

障
が
い
者
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）

を
お
持
ち
の
方

▼�

障
が
い
者
手
帳
は
お
持
ち
で
な
い
が
、
難

病
の
方
、
長
引
く
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ

り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
方

●�

調
査
の
方
法
／
11
月
１
日
か
ら
調
査
員（
市

職
員
）が
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨

な
ど
を
説
明
の
う
え
、
調
査
対
象
と
な
る

方
に
の
み
調
査
票
を
配
布
し
、
記
入
お
よ

び
郵
送
に
よ
る
返
送
を
依
頼
し
ま
す
。

●�

調
査
事
項
／
年
齢
、性
別
、障
が
い
の
原
因
、

住
居
、
就
労
・
就
学
の
状
況
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
状
況
、
利
用
希

望
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

●�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
／
調
査
票
に
は

名
前
を
書
く
欄
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど

な
た
が
書
か
れ
た
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
の
保
護
に
万
全
を

期
す
と
と
も
に
、
統
計
上
の
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
福
祉
政
策
課

　
☎
43ｰ

２
２
８
８

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す

　
令
和
８
年
分「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
方
に
は
、
令
和
９
年
２
月
上
旬
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
は
そ
の
保
険
料
も
併
せ
て
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
で
き

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
控
除
証
明
書
の
電
子
デ
ー

タ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／

▼�

国
保
市
民
課

  

☎
43ｰ

３
３
１
６

▼�

大
曲
年
金
事
務
所

  

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
２
９
６

「
い
い
み
ら
い
」11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
が
年

金
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自
身
の
生
活

設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
日
と
し

て「
い
い
み
ら
い
」11
月
30
日
を「
年
金
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
や
将
来
の
年
金
見
込
額
を
確
認
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／

▼�

国
保
市
民
課

  

☎
43ｰ

３
３
１
６

▼�

大
曲
年
金
事
務
所

  

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
２
９
６

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

●�

業
務
内
容
／
建
設
機
械
運
転
員
兼
建
設
作

業
員

●�

雇
用
期
間
／
12
月
１
日
㈫
～
令
和
９
年
３

月
31
日
㈬

●�

勤
務
地
／
建
設
課（
角
館
庁
舎
ま
た
は
田

沢
湖
庁
舎
）

※�

募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●�

募
集
期
間
／
11
月
13
日
㈮
ま
で

●�

申
込
報
告
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

ら
の
紹
介
状
を
建
設
課
に
ご
持
参
く
だ
さ

い（
郵
送
不
可
）。

●
問
合
せ
／
建
設
課

☎
43ｰ

２
２
９
４

建
設
課
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
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市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

神代・西明寺・桧木内小学校の統合校

 「小学校名」を
3案に絞りました

令和10年4月開校予定

学校統合の準備状況は
こちらから→

市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

　自力で除雪することが困難な高齢者世帯などに対して除排雪や雪下ろしの費用の一部
を助成することにより、冬期間、安心して生活ができるよう支援することを目的とします。
※�昨年利用した方でも、事業を利用する場合は毎年申し込みが必要となります。
●�利用対象者と助成額／仙北市に住所を有し、現に居住している次のいずれかに該当する

世帯とします。ただし、別居の親族や近隣からの支援がある世帯や生活保護世帯は除き
ます。また、登録除雪業者の方で、除雪支援の事業利用が決定されたときは、業者登録
を取り消させていただきます。

※登録業者などの一覧は、利用決定通知と一緒にお知らせするほか、仙北市ホームページでも公開しています。

今年度も【仙北市高齢者世帯等除雪支援事業】を行います

対象世帯 市民税課税状況 助成限度額

① 満75歳以上の高齢者のみで構成される世帯

市民税非課税世帯 40,000円

市民税均等割のみ課税世帯 35,000円

市民税所得割課税世帯 10,000円

②
「市民税非課税世帯」または「市民税均等割のみ課
税世帯」で、身体障害者手帳１級～３級・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳の所持者、介護保険要介
護度3 ～５のみで構成される世帯

市民税非課税世帯 40,000円

市民税均等割のみ課税世帯 35,000円

③ ①と②に規定する者のみで構成される世帯 市民税非課税世帯 40,000円

市民税均等割のみ課税世帯 35,000円
④ ③並びに、「市民税非課税」または「市民税均等割のみ

課税」となる満18歳未満の者のみで構成される世帯 市民税所得割課税世帯 10,000円

⑤
そのほか特別な理由のある方で市長が認めた世帯

（特別な理由を確認するため第三者の意見が必要となり
ますので、申請窓口でご相談ください。）

市民税非課税世帯 40,000円

市民税均等割のみ課税世帯 35,000円

高齢者世帯など
除雪困難世帯

市役所 登録事業者

①支援事業の申請

利用券
￥2000②除雪利用券の交付

③除排雪の依頼

④除排雪の作業

⑤除雪費用の一部を
利用券で支払い

 ⑥受領した利用券で
　 費用を請求

⑦利用券分の除雪
費用を支払い

事業者登録申請

事業者登録決定通知

業者や団体、個人など

仙北市高齢者世帯等除雪支援事業の流れ

　８月に 177校名案の応募をいただいた中から、統合準備委員会において
９月の１次選定で 39案を、さらに 10月15日までに２次選定で 14案を、
３次選定で３案を選定しました。
　今後、教育委員会会議において４次選定を行い「最終校名案」を決定しま
す。その後、市議会において仙北市立小中学校条例の改正をもって正式決
定となる予定です。

校名案 よみがな 応募者が校名に込めた思い

北浦 きたうら
統合3校の学区が伝統的に北浦と呼ばれる地域に属し馴染みがある。厳密には奥北浦
と呼ばれる地域ではあるが、「一般的に北浦と言えば奥北浦地域」を指すという郷土資
料などもある。

桧明神 ひめがみ 伝統ある 3校の文字を組み合わせた。生徒のみなさんが、毎日雨にも負けず、風にも
負けず明るく登校してほしいという願いを込めた。

若葉 わかば
緑豊かな仙北市で健やかに成長する子どもたちのイメージにふさわしい。神代出身の
作曲家・平岡均之氏の『若葉』は、音楽の教科書に掲載された童謡で、３地区の風景や
伸びゆく子どもたちと重なる。

「仙北市立（校名案）小学校」 ※4次選定では、校名案に仙北を冠することも含め協議し、選定を行います。

　自力で除雪することが困難と認められた高齢者世帯な
どに、除排雪や雪下ろしに係る費用の一部を助成し、冬
期間安心して生活ができるよう支援することを目的とす
る事業です。この除雪支援に協力できる登録業者などを
募集します。
●事業の登録業者など／
①仙北市内に住所を有する法人
　�（例）�シルバー人材センター、株式会社、有限会社、公

益社団法人、社会福祉法人など
②会則を有する団体
　�（例）�町内会、地域運営体、ボランティア団体、老人ク

ラブなど
③個人事業者
　�（例）�建築業、大工、左官、塗装、水道、ガス会社など

の個人業者、または個人
※�なお、市はこの事業における作業事故および揉めごとに関する

責任を負いません。
●�登録申請先／
　�福祉政策課（角館庁舎）、田沢湖・西木市民センターお

よび各出張所窓口にある「登録届」に、必要事項をご記
入のうえ、最寄の窓口に提出してください。 

●登録有効期間／
　�登録証を通知した日から当該年度における 3月31日ま

でとします。ただし、市長もしくは登録業者などから
特段な意志表示が行われないときは、更新したものと
みなします。

※�一度登録したのち、登録終了届を提出しない限り、現在も更新
されています。

●注意事項／
　�登録除雪業者の方で、除雪支援の事業利用が決定され

たときは、業者登録を取り消させていただきます。
●問合せ／福祉政策課 長寿いきがい係　☎43-2281

【仙北市高齢者世帯等除雪支援事業】の実施にあたり、
除雪支援に協力できる登録業者等を募集します。

●問合せ／教育委員会 学校統合推進室　☎43-3381

ホームページ→

●�対象となる作業／住宅から公道までの除排雪や住宅屋根の雪下ろし（令和8年11月～令和9年3月まで）
※�費用が利用券の額を上回った場合は、差額分の実費を利用者が除雪業者などに支払うことになります。
※市は業者紹介や作業事故および揉めごとに関する責任を負いません。
●�申込方法／広報に折り込みの申請書または、福祉政策課（角館庁舎）、田沢湖・西木市民センターおよび各出張所窓口

にある申請書に、必要事項をご記入のうえ、最寄の窓口に提出してください。
●�申込期間／ 11月2日㈪～令和9年3月12日㈮
●�問合せ／福祉政策課 長寿いきがい係　☎43-2281

本年度から 75歳以上の
市民税課税世帯も

助成対象となります。 
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市役所からのお知らせ

福祉医療制度（マル福）について福祉医療制度（マル福）について

対象者（区分） 年齢や要件
乳幼児（未就学児）、
小中学生並びに高校生など ・�０歳児から 18歳に達する日以後の最初の 3月31日までの間にある児童

ひとり親家庭などの児童
・ひとり親家庭
・父母のいない児童
・�父または母が１～２級程度の身体障

害者手帳を持つ家庭の児童 

・�０歳児から 18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある児童
※所得制限があります（基準を超える場合、乳幼児区分で対象となります）。

重度心身障害（児）者

・�身体障害者手帳１～３級を持っている方
・療育手帳Ａを持っている方
・�精神障害者保健福祉手帳1級所持者かつ自立支援医療（精神通院）支給認定

者� �（精神病床の入院は助成対象外です）
※�社会保険本人は所得制限があります。

高齢身体障害者
・�65歳以上で身体障害者手帳４～６級を持っている方
※社会保険本人は該当しません。
※所得制限があります。

福祉医療制度（マル福）について福祉医療制度（マル福）について
福祉医療費受給者（マル福）の対象ではありませんか？
　下の表の要件を満たす方は、申請すると「福祉医療費受
給者証（マル福）」が交付される可能性があります。診療
を受ける際に受給者証を医療機関に提示すると、保険診
療の自己負担分が助成されます。現在、福祉医療費受給
者の要件を満たしているにもかかわらず、まだ申請をさ
れていない方は国保市民課（角館庁舎１階４番窓口）また
は、お近くの市民センター、出張所の福祉医療担当窓口
にお申し出ください。
●申請の際お持ちいただくもの
▶�健康保険情報のわかる書類（資格確認書や資格情報のお

知らせ）
▶��身体障害者手帳など（お持ちの方のみ）
▶��来庁者の本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許

証など）
●�問合せ／国保市民課 国保年金係
　☎43-3316

福祉医療費受給者証（マル福）をお持ちの方へ
　次のような変更などがあった場合は、届出が必要です。
国保市民課（角館庁舎１階４番窓口）または、お近くの市
民センター、出張所の福祉医療担当窓口で手続きしてく
ださい。
▶�加入している健康保険が変わったとき
▶�住所や氏名が変わったとき　
▶��ひとり親家庭になったとき・ではなくなったとき（事実

婚を含む）　
▶�転出、死亡したとき　
▶�身体障害者手帳、療育手帳などの等級が変わったとき　
▶��受給者証を紛失、汚損、破損したとき
●届出の際お持ちいただくもの
▶�現在交付されている福祉医療費受給者証（マル福）
▶�健康保険情報のわかる書類（資格確認書や資格情報のお

知らせ）
▶�身体障害者手帳など（お持ちの方のみ）
▶��来庁者の本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許

証など）

●対象となる方

令和8年熊本地震災害義援金について
8月5日から 9月25日まで、各市民センター・出張所において

受付を行いました義援金は、47,502円となりました。
この義援金は、日本赤十字社を通じ、被災された方々へお届けします。

市民の皆さまの温かいご支援に対し、感謝を申し上げます。

●問合せ／総務課　☎43-1111

新規入園希望
⇒こども家庭センター、田沢
湖・西木市民センター、各出
張所へ
すでに入園している児童
⇒直接園へ
それぞれお申し込みください。

（11月16 日まで）

3歳未満の児童
（令和 6 年 4 月 2 日

以降生まれ）

3歳以上の児童
（令和3年4月2日～
令和6年4月1日生まれ）

利用したい園に直接お申し込
みください。（11月16日まで）

入園許可書の通知（令和 9年1月頃）
支給認定証の交付（令和 9 年 2月）

認定こども園
（教育時間利用）

面接・聞き取りなどでの保育必要
度の審査
定員に対する申込状況に応じて利
用調整（令和 8 年 12月）

・支給認定証
・入所承諾書 の通知（令和 9年2月）

問合せ：こども家庭センター
　　　　☎ 43-2280

認定こども園
（保育時間利用）

認可保育園

認定こども園・保育園認定こども園・保育園

入園案内入園案内
令和令和99年度年度 10/23 金～

11/2 月～11/16 月

▶こども家庭センター（角館庁舎）
▶田沢湖・西木市民センター
▶各出張所

申込書類
配布開始

施設利用案内・
申込書配布場所

申込期間

保育料について
　認定こども園・認可保育園の保育料は、0 歳児～ 2 歳児は全額助成、3 歳児～ 5 歳児は無償
化となっています。
保育の認定基準
　保育時間利用を希望するためには、保護者が次のいずれかに該当することが必要です。
☑就労 ☑妊娠・出産 ☑保護者の疾病、障がい ☑同居者の介護など ☑災害復旧 ☑求職活動 ☑就学 
☑虐待やＤＶの恐れがある ☑育児休業中にすでに保育を利用している児童がいて継続利用が必要
☑その他、上記に類すると認められる場合　※その他詳細は、配布する施設利用案内をご覧ください。

ご
利
用
前
に
確
認
を
！

施設利用手続きの流れ

施設名 定員

だしのこ園 ☎43-1025 田沢湖生保内字武蔵野 117-263   89 人

神代こども園 ☎44-2502 田沢湖神代字珍重屋敷 89-3   64 人

にこにここども園 ☎47-2525 西木町門屋字六本杉 2-1   51 人

角館こども園 ☎53-2918 角館町中菅沢 91-1  170 人

幼稚園と保育園の特徴を
あわせ持った施設です

幼保連携型 認定こども園

教育時間利用
▶入園対象　3 歳～就学前の児童
▶利用時間　月～金曜日 8:30 ～ 15:30
※土・日曜日、祝日、長期休業、年末年始を除く
　教育時間以外で預かり保育事業も実施します。
保育時間利用
▶入園対象　0 歳（産休明け満 8 週経過後）～　就学前の児童
▶利用時間　月～土曜日 7:30 ～ 18:30 までの保育を必要とする時間
※日曜日、祝日、年末年始を除く

※�すでに入園されている児童へは、在籍している園より
配布しています。

施設名 定員
市立白岩小百合保育園 ☎ 54-1083
角館町白岩上西野 93-1　

30 人

市立角館西保育園 ☎ 53-2522
角館町雲然田中 437-2　

30 人

認可保育園

▶�入園対象　�0 歳（産休明け満 8 週経過後）～
就学前の児童

▶�利用時間　�月～土曜日 7:30 ～ 18:30 までの
保育を必要とする時間

※日曜日、祝日、年末年始を除く

〈運営主体〉
社会福祉法人 はなさき仙北

〈運営主体〉
仙北市

詳しくは、仙北市ホームページから
確認できます。

配布しています

●電子申請ができるようになりました
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